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′勢 井 俊 郎
C-1㌧.Fe合金はCr-rich側で反強磁性であり,.Fe濃度 16-20atO/Oを境にして.Fe-rich
側で強磁性を示すことが知られている｡この臨界濃度を含む.Fe濃度5-30atO/OのCrTFe合
金について最高 360kOeのパルス磁場を用いて磁化測定を行い強磁場帯磁率の濃度依存性を調
べた｡その結果高磁場帯磁率は15at%.Feを中心 とするゆるやかなど-クを形成することが
わかった｡
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